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腿最大周径（Maximum Calf Circumference 以下 MCC）は骨格筋を反映する指標として、
相関関係も認められている 5)。さらに MCC は、身体組成、体重、BMI（Body Mass Index）、
筋力、BI （Barthel Index）により説明される ADL、女性では体脂肪量などとも相関関係
を示すことが、先行研究にて報告されている 5) 6)。このように理学療法士が評価する MCC
は、現在さまざまな視点から検討され、指標として用いられており、意義のある評価項目














対象は、デイサービスに通う高齢者 24 名（男性 4 名、女性 20 名）とした。平均年齢




























1 以上の主成分は第 1、第 2 主成分で、第 2 主成分までの累積寄与率は 86.24％であった。
第 1、第 2 主成分の主成分負荷量を表 1 に示した。第 1 主成分に属する主成分は、主成
分負荷量の多い順に、体重、骨格筋量、蛋白質、ミネラル、MCC、身長であった。同様
にして第 2 主成分は、体脂肪率、体脂肪量、BMI の順であった。  
2．クロンバックのα 係数  
クロンバックのα 係数の値は、第 1 主成分：0.890、第 2 主成分：0.916 であった。  
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表 1 主成分負荷量とクロンバックのα 係数  
  第 1 主成分  第 2 主成分  
体重  0.980 0.176 
骨格筋量  0.946 -0.313 
蛋白質  0.942 -0.321 
ミネラル  0.935 -0.33 
MCC 0.895 0.215 
身長  0.804 -0.455 




体脂肪量  0.609 0.773 
BMI 0.676 0.683 
寄与率  59.83% 26.41% 
累積寄与率  86.24％  
クロンバック
















第 2 主成分を構成する主要な変数は、体脂肪率、体脂肪、BMI である。この特徴を検討
し、第 2 主成分は、緊急時に備え身体に蓄えられたエネルギー源として栄養を定義するも
のの集合であると考え、「貯蔵エネルギー」と意味づけをした。  
また、クロンバックのα 係数の結果において、第 1、第 2 主成分の値はいずれも 0.8 以
上であった。したがって主成分分析によって得られた値はいずれも信頼性の高い指標であ
るといえる。  


















治療の短期的な効果判定に用いられる 8)。つまり、栄養評価指標として MCC は、対象者
の栄養状態を反映し、ならびに治療の長期的な効果判定が可能であると考えられる。  
MCC が栄養状態を把握し得る指標となることを述べたが、栄養評価を MCC による判定
のみで行うには至らないと考える。その理由として、本研究において、まず MCC を構成
要素に持つ第 1 主成分は、本研究にて考慮する栄養の 60％程度を反映しているが、30％近
くを反映する第 2 主成分以降の主成分とは独立しており、それらの特徴は反映しないこと
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